
















































































(平成 20年 6月 10日)を策定 した｡平成 20年 1()
一11月,曽良連生理事 ･副学長 (兼 自然生命科学
研究支援センター長,研究推進在学官連携機構長)
の動物資源部門鹿田施設及び同農学部薬学部分室の
視察を経て, ｢農学部薬学部分室を津島キャンパス
の動物実験を統括する共同利用施設として再整備及
びその利用体系の見直し｣について協議を開始 した｡
本学では,動物実験等の管理や共同利用施設等の運
営に関して動物資源部門が中心的役割を担うことと
されているので,この協議は動物資源部門及びその
事務取扱を担う研究交流郡研究交流企画課が中心と
なって行われたOこの再整備,見証 し案は既存の施
設を利用できる点で最も安価に提言内容を実現でき
るものであったが,農学部薬学部分室の施設運営等
における懸念,農学部薬学部分室のキャパシティー
等の問題及び地理的偏在性 (津島キャンパス全体で
見たときに西に偏っている配置)等の指摘がなされ
た｡特に,津島北キャンパスの関係者からは実験動
物の運搬時に一般道を横断 しなければならない等,
動物実験実施上の強い懸念が示された｡平成21年 1
月,曽艮理事から研究推進在学官連携機構が管理し,
津島北キャンパスに設置されている旧工学部21号館
(昭和 50年竣工,鉄筋コンクリー ト2階,900m2)
1階部分約 100m2を動物実験施設に転用した場合の
吋能性についても検討するように指示があり,筆者
らは後述の津島北施設のアウトライン案を作成した｡
2.津島北施設のアウ トライン案
津島北キャンパスに小規模動物実験施設 (津島北
施設)を設置する案は前述の提言の策定過程におい
ても,農学部薬学部分室の再整備,見直し案と平行
して筆者らによって検討されていた｡ しかし,国の
財政難の折,新規に建物を斬首することはほほ実現
不可能と思われたので,この小規模動物実験施設を
設置する案は検討保留状態としていた｡しかし,氏
存の建物の改修とはいえ,曽良理事の提案により動
物実験施設のスペース確保が阿られたことから,以
降,津島北施設を設置する方向で検討を進めること
となった｡最初に施設のサイズを決めるわけである
が,事前に動物実験委員会が行った実験動物飼養保
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管実態調査から,この施設にはマウス約800ケージ及
びラット他約350ケージ分の収容能力が求められて
いた.また,筆者らは日華島北施設にも事務寅,洗
浄室,検疫飼育室及び検疫検査室を設置 し,ある程
皮,同施設が独立 して運用できる形での整備を考え
ていたので,これらを盛り込み,津島北施設の必要
面積を約300m2と見積もった｡そこで,津島北施設
を旧工学部21号館 1階ほほ全域3321n2 (変電室を除
く)に拡大する方向で案をブラッシュアップし,後
述の建物 レイアウトの案を曽良理事,動物実験委員
会並びにその他関係者に提示 した｡その後,それぞ
れから了解が得 られたので,津島北施設設置に向け
ての準備を開始し,平成22年3月に改修工事竣工,辛
成22年6月1日に津島北施設の開所を迎えた｡
3.施設レイアウ ト
津島北施設はマウス ･ラット･他小型げっ歯日動
物専用とし,図2に示 したレイアウトの動物実験施
設として整備した｡なお,津島北キャンパスで利用
希望があったウサギ等は,津島南施設あるいは鹿M
施設に収容するように調整 した｡各室の配置では建
物西側のロビー近傍に事務室,利用者更衣室,職員
更衣室兼休憩所を配置 し,東側に滅菌機及び洗浄装
置を有した洗浄室 (写真2),ボイラー室,検疫関維
飼育室,検疫処置室といった施設の業務用の重を配
図2 動物資源部門津島北施設平面図
(旧工学部21号館 1階平面図)
写真2 洗浄機設置前の洗浄重と両扉式高圧蒸気滅
菌機
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置した｡利用者の入室は指静脈認証装置で施錠して
ある事務宝前通路 (各種受付等のカウンター有 ･写
真3)及び更衣室を経て施設内の中央廊下に至る経
路とし,退出時はこの道順路を通るようにした｡
写真3 事務宝前通路及び受付カウンター
一方,施設に搬入する動物は中央廊下東端の動物搬
入口から建物中央部分に配置した飼育室 (写真4,
5)に搬入するようにした｡検疫隔離飼育室は､原
則として病原微生物感染の恐れがある実験動物だけ
を検疫 ･隔離するために用い､前もって病原微生物
に感染していることが判明しているものは,鹿田施
設の検疫隔離飼育室に搬入し,鹿凹施設でSPF化後に
津島北施設に導入するような体制とした｡また,使
写真4 マウス飼育室 1
写iT<5 ラット飼育室3
用済ケージや廃棄物等が洗浄 ･滅菌活ケージとでき
るだけ直接接触 しないようにするために,実験室 1
と洗浄竜の北側に開口部をもうけ,ポーチでこhら
_二つを連絡した｡すなわち,使用済ケージは利用者
によって実験室1の北側にある使用済ケージ置場の
パレット台車上に置かれ,その後,職員が北側の搬
出Llからポーチを通って洗浄重に使用済ケージを運
搬するようにした｡洗浄室で発生した廃棄物は,こ
の北側扉から施設外-搬出するようにした｡なお,
各飢育室及動物搬入口連絡部分は廊下に対し微陽圧
とし,使用済ケージ置場のある実験室北へ向かって
余剰のエアが排出されるように調整した｡また,動
物搬入口連絡部分は検疫隔離飼育室,検疫処置室及
び洗浄毛に対 しても微陽庄となっているO
4.飼育装置等
別育室は5室とした｡飼育装置は,平成20年に鹿田
施設5階に導入し,利用者や技術職員に好評であっ
た (秩)和研製の陽庄型一方向気流式飼育装置計25
台 (マウス用14台,ラット用10台)を設置 した｡マ
ウス用の装置 (写真 4)は,9列×7段/台の収容能
力があり,5列×7段と4列×7段に完全に分けること
ができ,ラット用 (写真5)の装置は6列×5段/台
の収容能力で3列×5段分ずつに分けることができる
したがって,マウス用では28ケージ分あるいは35ケ
ージ分を,ラット用では】5ケージ分を最小単位とし
た柔軟な運用が可能である｡この飼育装置は,室内
の空気をプロアユニットで取り込み,HEPAフィルタ
ーを介して飼育装置内に供給されている｡それぞれ
の運用貼小単位のコンポーネント毎にはロック機構
がついた析J-]一式の扉があり,動物由来の臭気や勅塵
等が室内に拡散すること防止するとともに,これら
のコンポーネント間での物理的な交差を防ぎ,病原
微生物感染の拡大防止や収容動物の逸走防止の点で
も優れている｡また,本装置は流行の専用ケージを
用いた吊り下げ式タイプではなく,昔ながらの飼育
棚タイプであるので,ケージの奥行き及び高さが許
芥範機内のものであれば,基本的にはどこの製造会
社のケージでも使用できるという利点も有する｡こ
の利点は長期間に渡って機器の入れ替えができない
大学では,重要である｡なお,実際,篭者らが メイ
ンで運営に当たっている鹿田施設では,導入されて
いる飼育装置の製造会社倒産等によって同装置専用
のケージが入手できないという問題に-d_面している
5.人員配置等
動物実験施設として必要なバー ド面及びソフト血
に関しての基準として,環境省の飼養保管基準 (辛
成18年4ノ｣28日)と日本学術会議のガイ ドライン
(2006年6月1日)がある｡これらには数的な基準こ
そ示されていないが,動物実験施設として必要な円
安が示されており,津島北施設設置ではこれらを参
考にした｡ハード面,すなわち,施設の構造等では,
動物の逸走を防止し,衛生状態の維持及び管理が容
易な構造であること等が求められているが,通常,
動物実験施設として新宮する場合,これらが問題に
なることは少ない｡一方,ソフト面,すなわち,動
物実験施設の管理 ･運営では,緊急時対応 (動物逸
走時の対応を含む)を含め,施設に収容している実
験動物の数及び状態の確認,実験動物の健康保持を
目的とした検疫業務等の実施,動物実験実施者等へ
の必要な情報提供や指導が挙げられ,これらの対応
には専任教職員の配置が必要不可欠である｡しかし,
医学部の動物実験施設以外では,その配置について
軽視されがちである｡ 大学の動物実験施設には実務
担当者である技術職員の配置はもとより,その指揮,
監督を担い,兼任の施設長に代わって様々施策を立
案するとともに利用者へ情報提供等を実行する専任
敦貞の配置,もしくはそれに替わる体制の構築が必
要である｡ 津島北施設では施設規模が小さいことか
ら専任教員の配置は見送ることとしたが,幸い,本
学の場合,図1で示すように津島キャンパスと鹿田
キャンパス間の移動距離が5km以内で容易に行き来
が可能であることから,津島北施設長を動物資源部
門長 (兼 鹿田施設長)の松川が兼任し,鹿田施設
配置の動物資源部門専任教員である種木が実務責任
者として津島北施設の管理 ･運営にも直接関与でき
るようにした｡一方,技術職員に関しては,マウス
の肱凍結や旺移植業務を含む微生物学的クリーニン
グや定期的に実施される病原微生物学的検査といっ
たある程度,設備及びマンパワーが必要な業務はで
きるだけ鹿田施設に一元化した上で,一名 (高嶋)
を配置し,施設運営 ･管理の実務全般を担当する体
制とした｡
〔あわりに〕
動物実験技術は基幹的な技術であり,医学や生命
科学研究全般に必須のものである｡ そして,これは
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先端的な分野にも繋がる欠かすことができないもの
である｡ しかし,この基盤を担う動物実験施設に最
も必要とされているものは先端技術というよりも昔
ながらの機械や箱,そして人であり,これらの予算
措置等において理解が得られないことが多い｡近年
では,医学部以外の部局等においても積極的に動物
実験施設が整備されつつあるが,依然,人員配置に
関して軽視されているように思える｡ 場合によって
は,学生教育上必要との名の下に大学院生等が十分
な教育を受けないまま実務を担っている場合がある
と聞く｡ しかし,近年,制定あるいは改正が行われ
た動物実験関連法令等が求めている内容は明らかに
こういったレベルを越えており,動物実験の適正な
実施には動物実験施設の整備と共に,動物実験施設
へ実験動物技術者といった専門職貝を配置すること
が極めて緊急かつ重要な課題と言わざるを得ない｡
そういった中で大規模総合大学である岡山大学が津
島北施設の新嘗という形で,まだ,一般的にはなっ
ていない新しい動物実験実施体制-と一歩踏み出し
たことを記しておきたい｡なお,今回,津島北施設
新宮を通して,これらの施策を実施する上で筆者ら
動物実験施設関係者の努力のみならず,大学上層部
及び事務組織の理解が不可欠であることを痛感した｡
本文の中でも触れたが,津島北施設の新宮,動物資
源部門改組等では,曽良理事及び本学の研究交流部
研究交流企画課をはじめとした本学事務職員各位に
ご尽力頂いた｡さらに,その他,動物実験に関係す
る関係者各位にもご協力いただいた｡この場を借り
て改めて感謝したいと思う｡
